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研究成果の概要（和文）：レム睡眠行動障害患者の体験する不快な夢体験と関連する神経生理指標を明らかにす
ることを目的とした。主な研究成果は、孤発性レム睡眠行動障害(isolated REM sleep behavior disorder: 
iRBD)の睡眠ポリグラフにおいて、夢を演じる行動の直前の脳活動の特徴を明らかにしたことであった。夢を演
じる行動の直前には、脳波周波数解析において delta および gamma パワーの増加、また主に beta 周波数帯域
におけるコネクティビティの増強が見られることを明らかにした。これらの所見は、夢体験から行動化に至るま
での神経活動の一端を明らかにしたものと考える。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to elucidate the unpleasant dream experiences 
of patients with isolated/idiopathic REM sleep behavior disorder (iRBD) and the associated 
neurophysiological indicators. The main findings revealed the characteristics of brain activity 
immediately before dream enactment behaviors in the polysomnography of patients with iRBD. An 
increase in delta and gamma power, as well as enhanced connectivity primarily in the beta frequency 
band, were observed immediately prior to the dream enactment behaviors. These findings help to 
clarify aspects of neural activity from dream experiences to the actualization of behaviors.

研究分野： 睡眠医学

キーワード： 睡眠障害　レム睡眠行動障害　軽症幻覚　夢　夢を演じる行動　自律神経　脳波

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
特発性/孤発性レム睡眠行動障害(idiopathic/isolated REM sleep behavior disorder: iRBD) は、パーキンソ
ン病やレビー小体型認知症の前駆状態と考えられ、数年から十数年の経過において大部分の患者が神経変性疾患
に進展する。本研究は夢体験とその行動化に関連する病態の一端を明らかにした点で、学術的意義がある。ま
た、本研究で明らかとなった特徴的な脳活動が神経変性の長期プロセスにおいてどのように変化するのかを検証
することで、パーキンソン病やレビー小体型認知症への進展に関する新たな知見が得られる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
a) レム睡眠行動障害患者の体験する不快な夢体験と関連する神経生理指標を明らかにするこ

とを、主要な研究目的とした。特発性/孤発性レム睡眠行動障害(idiopathic/isolated REM 
sleep behavior disorder: iRBD) は、パーキンソン病やレビー小体型認知症の前駆状態と考
えられている。iRBD からこれらの神経変性疾患に進展するまでの期間は、数年から十数
年と幅広い。夢の行動化は、RBDで見られる特徴的な症状である。夢を見てそれを演じる
過程に関する病態はよくわかっていない。 

b) また、iRBD 患者において、錯視や実体意識性・過ぎ去り幻覚などの軽症幻覚という症状を
呈することが報告されてきたが、その頻度や意義については不明であった。 

c) さらに、iRBD 患者では、パーキンソン病やレビー小体型認知症と同じく、抑うつ症状を合
併することが多いことが報告されてきた。しかし抑うつ状態の合併に関する系統的な調査
はされていなかった。 

 
２．研究の目的 
 
a) 夢を演じる行動に関連した神経生理指標を特定する 
b) iRBD 患者における軽症幻覚の有症率および臨床的意義を明らかにする 
c) iRBD 患者における抑うつ状態の合併に関する系統的レビューを実施する 
 
３．研究の方法 
 
a) 滋賀医科大学に通院する iRBD 患者を対象に、睡眠ポリグラフ検査 (polysomnography: 

PSG)において夢を演じる行動を呈した患者 15 名を対象に、夢を演じる行動の直前(pre 
representative behavior: preR)の神経生理活動の特徴を調べた。対照として、夢を演じる行
動が明らかでない REM睡眠区間(background: BG)を設定した。神経生理指標として、脳波
活動の帯域パワー値およびコネクティビティ(コヒーレンスおよび、phase locking value)、
さらに心拍変動解析指標を用いた。 

b) 滋賀医科大学に通院する iRBD患者 36名を対象に、軽症幻覚に関する面接や認知機能検査
を含めた系統的な調査を実施した。軽症幻覚の有無により iRBD患者を 2群に分け、2群間
での臨床的特徴を調査したほか、縦断的フォローアップを行い、パーキンソン病やレビー小
体型認知症への進展のリスクを調査した。 

c) RBDおよび抑うつ状態をキーワードとして、系統的レビューを実施した。iRBD患者を対象
に抑うつ状態（およびアパシー、不安）の有病率および臨床症状スコアを評価した文献を組
み入れ、その結果についてメタ解析を実施した。 

 
４．研究成果 
 
a) 夢を演じる行動直前(preR)では、夢を演じる行動が明らかでない REM睡眠区間(BG)と比較
して、左前頭部における delta 帯域パワー値、右前頭部および後頭部における gamma 帯
域パワー値が高かったほか、広範な領域においておもに beta 帯域におけるコネクティビテ
ィ(コヒーレンスおよび phase locking value (PLV)の増強を認めた。下図は、preR と BG 
における PLV を比較したものであ離、beta および gamma 周波数帯域の結果を示す。右
の列は BG と比較して preR で有意に増強している結合を示す。preR では、beta 周波数
帯域において、前頭部、中心部、後頭部の PLV が増強している。本研究結果は、日本睡眠
学会の RBDに関連するシンポジウムやWorld Sleep などの国際会議で発表されたほか、医
学雑誌への投稿準備中である。 

 



b) iRBD患者 36名のうち、約 3 割(10名)で軽症幻覚を認めた。軽症幻覚を有する患者群の特
徴として、高齢であり、RBD の罹病期間が長く、ドパミントランスポータシンチグラフィ
の集積が低下しており、抑うつ症状が顕著であり、認知機能検査得点が低い傾向が明らかに
なった。また、中央値 2.50 年のフォローアップの結果、軽症幻覚を有する群では有さない
群と比較して、神経変性疾患への進展が有意に多かった (40% vs. 3.8%)。Cox 比例ハザード
解析の結果、軽症幻覚は、年齢や性別・RBD 罹病期間で調整後も、神経変性疾患の有意な
リスク因子であることが明らかになった。本研究結果は医学雑誌に掲載され、軽症幻覚のイ
ラストは掲載された号の表紙に選出された。 
Acta Neurol Scand. 2022;145(3):348-359. doi: 10.1111/ane.13555. 
 
下図は軽症幻覚の例を示す。A) 錯視 , B) 実体意識性 , C) 過ぎ去り幻覚(通過幻覚). 
Illustrations © 2021 Shusuke Matsumoto 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
c) 775 件の文献が検索でヒットし、最終的に 31 件の研究が組み入れられ、iRBD 患者は合計

3576 例（男性 2871 例、平均年齢 66.6±8.6 歳）であった。抑うつ状態の有症率は 28.8％で
あった。メタアナリシスの結果、抑うつ症状スコアは RBDの罹病期間と負の相関を示した。
アパシーおよび不安の有症率は、それぞれ 38.4%、21.3%であった。これらの研究は iRBD
患者において抑うつ状態、アパシー、不安がコモンな症状であることを示した。罹病期間と
の関連については、RBD 症状自体の苦痛や神経変性疾患への進展の懸念といった心理的な
負荷が、RBD 罹患当初により強いのではないかという可能性が示唆された。本研究結果は
医学雑誌に掲載されたほか、京都新聞(2020年 10 月 20 日)に取り上げられた。 
Sleep Med Rev. 2022:65:101684. doi: 10.1016/j.smrv.2022.101684. 
 
下図は抑うつ状態の有症率に関するフォレストプロットを示す。抑うつ状態の診断基準は組
み入れられた研究により異なっていた。抑うつ状態の有症率は 28.8% (95%信頼区間: 23.1% 
to 35.2%)であった。 
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